
「ともに考えよう 大災害へのそなえ」 かんたんテスト プリント 

 

問１ ＜ ＞に数字を入れて文章を完成させてください。 

  

洪水ハザードマップの想定は、国が公表した 

「想定しうる最大規模（概ね＜      ＞年に１度）の大雨」を想定した 

浸水の範囲と深さを基に作成しています。 

 

問２ 次の図に熊谷市の洪水ハザードマップに合わせて語句を選び記号を空欄に入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 次の文章のうちから、明らかな誤りを含むものを①～③の中から１つ選んでください。 

                                           回答：誤りは 

 

                                                              番 

①水害時は、住む地域によって割り当てられた避難所に必ず行かなくてはならない。 

②水害時、避難所を利用する際は、移動を始める前に、開設されているかどうかを 

市ホームページ等で確認する。 

③自宅の浸水想定を確認したら、浸水深が 3.0ｍ～5.0ｍだった。自宅は平屋なので、 

「在宅避難ではなくて、早めに立ち退き避難をしようね」と、家族で話し合った。 

 

 

 

 

語句 

 

ア 0.5m～3.0ｍ未満 

イ 3.0m～5.0m未満 

ウ 0.5ｍ～1ｍ未満 

エ 0.5m～5.0ｍ未満 

 

１ 

２ 



問４ 次の空欄に入る語句を選び記号を空欄に入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 次の文章のうちから、明らかな誤りを含むものを①～③の中から１つ選んでください。 

                                           回答：誤りは 

 

                                                              番 

 

 関東平野北西縁断層帯地震が起こると必ず熊谷市全体で震度７の揺れが発生します。 

                               ① 

 阪神・淡路大震災で亡くなった方の多くが家屋の倒壊や家具による圧死なので、 

                                    ② 

 家具の固定を積極的に実施してください。この地震は、首都直下地震の一つです。 

                                          ③ 

 

 

問６ ＜ ＞に言葉を入れて文章を完成させてください。 

  

家庭での備蓄は最低３日分、できれば１週間分を家族の人数に合わせて行ってください。 

全てを長期保存食などで用意するのは大変ですので、 

普段から多めに買って、使ったら使った分だけ買い足して、 

家の中にストックが常にあるようにする、 

＜                  ＞という方法がおすすめです。 

 

語句 ア 避難情報    イ 避難勧告     ウ 避難指示     エ 高齢者等避難   
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